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１．はじめに
　世界は、文化・社会的に多かれ少なかれそれぞれを他と区別する異質の特徴や個性、「癖」を持
つ地域や国、地方から成り立っている。グローバル化が進展し市場経済主義が支配的になっている
現代であるが、地域、国、地方の経済を規定している異質構造性に目を向けることなく世界経済や
国際経済を理解するのは難しい。また、世界経済の異質性を基礎付けているのは文化的風土的要因
であり、この考察なしに世界の経済秩序のあり方を論じるのは片手落ちである。
　このような問題意識から、本稿では、まず前半で日本の風土的環境について一次風土である自然
環境とともに、特に二次風土である灌漑・農耕体系の特異性、及びそれに基づく日本人の精神構造
と潜在能力について考察し、後半で、世界の異質性に着目し、世界経済政策や世界経済秩序のあり
方を論考する。
２．日本の風土的環境と特異性
⑴　一次風土と二次風土の重層的把握
　一国あるいは一地域の特徴や特異性は、歴史的時間的要因だけではなく、自然的風土空間として
の一次風土（人間を取り巻く自然環境（natural environment））と、この一次風土によって規制さ
れることの多い第一次産業（特に農業。作物の種類、灌漑方法、農具、その他の農法等）の様態と
しての二次的風土（自然環境によって大きく規定される技術等の生産体系）を重層的に把握するこ
とによってより鮮明になる。国民経済（及びその行動主体である人間、社会組織、経済機能）は、
一次風土によってその精神風土を強く規制されると同時に、一次風土の影響下にある二次風土に
よっても大きな影響を受け、外的接触も含めて、各地域、国、地方は歴史的時間的経過の中でそれ
ぞれの特性を作り、それらを変化させながら、しかも過去に強く規制されて新たな特性を持つこと
になる。
　日本は、アジア大陸の東側に南北3,000kmにわたって弓状に位置する島国である。起伏に富んだ
山脈が日本列島を横断しその約７割は山地である。日本列島の複雑な地形や海流による影響を受け
て、気候的には亜熱帯から亜温帯に属するが、その大部分は海洋性の温暖な気候で、四季がはっき
りしている。
　日本は、地形および四季から見ても微妙な変化に富み、湿潤な自然的特長を持っており、それが
日本の風土に大きく影響している。風土と人間との関わりを研究した和辻哲郎は、彼の風土論1の
中で、日本の風土が「時間」と「空間」に基礎を置いており、空間においては、個と個の対立、人
と自然の対立というような対立、緊張関係としてではなく、人間を人と人との間柄の関係として捉
え、その関係が家族や地域共同体、国といった集団を形成するとともに、更に風土という一定の場
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において出会いを持つもの、と捉える。即ち、人間存在を歴史的風土的規定の中で捉え、その「空
間」は同時に風土的過去をもって時間と関わっており、人間存在は歴史的・風土的の二重構造を持
つものとしている2。
⑵　気候分類と日本人の風土的気質
　ミラーの気候分類（「気候分類と農耕（地域・作物分布）」）3に従うと、日本は「B温暖温帯気候」
の「B2温暖東岸気候（冬乾夏雨）」の分類に入る。また、日本は、天水農耕が普通である西欧等と
異なり、アジアの農耕体系に一般的な、小規模な局地灌漑に依存したウィットフォーゲル4の言う
「水利農耕」に拠っているが、福田仁志の乾燥指数を使用した灌漑に焦点を当てた分類5では、日本は
「主給灌漑」（降雨が少なく灌漑による灌漑水が降雨より多い）に属する。一方、同じ乾燥指数を利
用しながら耕作方法という別の面から整理をした飯沼二郎の分類6によれば、日本は他の東アジア
の国・地域と同様に、年乾燥指数20以上、夏乾燥指数10以上100（ないしはそれ以上）の極めて湿
潤な地域に区別される。飯沼の農法パターンによる地域区分は、稲作農業に適応した農法＝農具体
系の展開が、日本の農業と社会構造および日本人の労働観に大きな影響を与えたことを示唆する。
　日本は、アジアでは唯一、北西ヨーロッパと共に封建制を経験した国であるが、飯沼によれば、
日本農業の風土的特質として、中耕除草農業、特に日本のように湿潤地帯の水稲農耕は労働集約化
による土地生産力の増加が顕著であり、「日本の奴隷制が家父長制的奴隷制として発達し、大土地
経営として発達しなかった」ことを挙げる。そのような条件下で日本の「荘園」制は次第に「名
田」（荘園の賦課単位である一定規模の土地）と言われる中央集権から独立したものが一般化し、
律令体制が崩れて社会秩序が乱れる中で武家の主従関係に取り込まれて行き、鎌倉幕府（1333年ま
での約150年間）での封建制の成立をもたらす。そのようにして成立した封建制は風土的条件下で
の名田の家父長的性格を反映して、「恩義と感情の血縁の意識」によって結ばれた同族的色彩が強
いものとなった。
　和辻は風土論の中で、世界の風土をモンスーン型、砂漠型、牧場型に３分類したが（後にアメリ
カ型、ステップ型を加えた）、日本についてはモンスーン型の中でも特殊な気候風土、すなわち
「熱帯的・寒帯的・台風的」と捉え、モンスーン型風土から来る「受容性忍従性」の上に、熱帯的・
寒帯的、季節的・突発的といった特殊な二重性格が加わるとした。熱帯的（夏）・寒帯的（冬）で
あることから、極めて活発かつ敏感に感情が働くが、疲れ易く持久性がない。但し、疲労は新しい
刺激・気分転換等による感情の変化によって癒され、その変化の中で元の感情として持久する。ま
た、季節的・突発的変化をする気候のもとで、感情も「変化の各瞬間に突発性を含みつつ前の感情
に規制せられた他の感情に転化7」し、忍従から時には反抗が燃え上がるが、突如として静けさが
現れ、これは感情の高揚を重んじながらも執拗さを嫌う日本的気質に繋がるものであり、また大き
な社会変革があっさりと実現し易いということにも現れている。モンスーン型風土に典型な家族共
同体に重きを置き、特に日本ではこれが、家屋内での距てなき結合、利己心の犠牲、自他不二の理
念に繋がっている。
　日本および日本人の精神構造に影響を与える一次風土を考える場合、気候に加えて、島国、山国
（島国的・山国的）といった日本の地理的地勢的自然環境も重要である。日本列島は四季の変化に
富み（熱帯性の稲と雑草の繁盛、寒帯性の麦、大陸や西洋に比べると明朗で情緒に富む冬、新緑の
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春、豊穣の秋、等）、かつ台風や地震のような突発的な自然の異変が多い。このような自然を背景
に日本人には、自然に順応し恬淡に受け入れながらも、楽天的かつ鋭敏・活発に活動行動する現実
主義的精神構造がある。さらに、日本人の精神構造には相対主義的情緒主義的なものがあり、優し
く情緒にあふれた輪郭のぼかされたもの（例えば絵画彫刻）を好み、温情的であり、弾力性・融通
性に富むが、それゆえ甘えの構造に支配されがちともなる。
⑶　稲作農業と灌漑
　次に、一次風土に直接規制される二次風土（農林水産業の態様、特に灌漑・農耕体系）である
が、日本はこれが稲作農業にある点に特徴がある。稲作は、麦と違って多量の水と太陽の日差しが
必要であり、人工的な利水である灌漑を必要とする。そして、その灌漑が効果的に行われれば集約
的な生産と永続的反復的栽培が可能である。東南アジア地域の他の殆どの国と異なり、日本での稲
作農業は灌漑により行われてきたが、灌漑の方法が日本の自然と対応してやや特殊的に行われてき
た点が特色的である。（なお、日本の封建制は日本の自然環境と日本的な灌漑共同体の形成の上に
独特な発展を見たもの、と言うこともできる。）日本の自然環境を代表するものは小河川である。
ヨーロッパやアジア大陸の河川と比較して急流で短く、急峻な山地により細かく分断されている。
谷間の平地、盆地、海岸部平野（扇状地）等に大小様々な形の灌漑施設が設けられ、水稲農耕が組
織的に展開されてきた。日本では様々な灌漑システムの開発が行われてきたが、中でも代表的なも
のは水路型灌漑で、河川から取水し自然流下させて配水する重力灌漑方式である。この水路型灌漑
は、特に戦国大名による大規模な治水、利水、新田開発と、後の徳川幕府と諸大名のもとで東日本
を中心に行われた大々的な開発に結びついた。用水施設の建設は統治者による先行的開発投資で
あったが、上流と下流の利害調整等広範囲の重層的な水利共同体が形成され、それにより封建的行
政単位である村落が形成された。封建的村落は、互いにもたれ合いながら、多方で村八分的な厳格
な相互監視制によって規制されていた点に特徴がある。施設の維持管理、用水の配水調整は村々を
単位とする用水組合が組織されたが、これは半自治的な性格を持っていた。樹枝状に分岐する水路
系統を物的基盤として形成された重層的な組織形態は、領主による権威主義的な集権的統合を容易
にし、幕藩体制下で農民は中央集権的体制に組み込まれ、用水組合も体制内化されていった。体制
的に土地に厳しく縛り付けられた小家族単位農業は、日本の農業社会の水利共同体的性格を強める
ことになった灌漑を中心とした村落共同体の地縁・血縁の結びつきを強めながら、先祖崇拝、共同
体規制尊重、勤労精神といった現代に繋がる日本人の精神構造の基礎を形成することになる。
⑷　家族集団としての「イエ」と温情主義
　稲は面積が狭い土地でも集約的な耕作が可能であり、集約的な稲作を進めて来た日本において家
族主義を強めた。そして、その家族集団としてのイエ（家）が日本の近世、近代において大きな役
割を果たすことになったが、ここで重要な影響を与えたのが農具の日本的風土での適用（応用）で
ある。農民は、大陸伝来の乾地農業に適した長床犂を、戦国末期辺りから水田農耕に適した鍬に変
え、また改良を加え、労働集約的で反収の多い農法を進めて行った。江戸期には農民は家族集団の
もとで一本鍬農法による集約農業を成功させ、この進展により世界的にも最大の土地生産性を上げ
ると共に、それが同時に幕藩体制の維持に貢献した。一本鍬に象徴される日本農業は農民の精力的
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な労働と相俟って反収を著しく増大させ、当時の日本人の数％を占めたと言われる官僚を含む武士
階級や商人、職人の食を支えた。
　日本社会の家族主義や家族集団としてのイエ（家）が、タテ型の温情主義と「上」からの統制に
基づくイエ（家）原理に基礎を置くものなのか、ヨコ型の相互協力と相互監視によるムラ（村）原
理に置かれているものなのか、のどちらに見るかは意見の分かれるところであるが、自他一律的な
ヨコの関係や連帯を重視する社会的価値観や、戦後の日本社会においてタテ社会的な要素が民主化
の過程で徐々に弱められている（しかも日本の組織では上からの命令よりも組織全体としての総意
や空気が重視される）一方、ヨコ社会的要素は減失していないこと等を考えると、従来の、タテ型
の権威主義的に捉えるよりも寧ろ、ヨコ型の相互信頼を根底にしたムラ原理的な考え方に、より多
くの基礎が置かれていると見る方が適当だと思われる。
⑸　日本人の精神構造と潜在的能力
　日本の一次風土である自然的地理的空間は、日本人に、活発ながらも恬淡な現世主義傾向、旺盛
な好奇心と伝統に固執しない伝統、相対主義的温情主義的傾向という３つの日本人的精神構造に影
響を与えたが、このうち前２者は日本の経済発展にプラス効果をもたらした。日本人の現世主義傾
向は極めて活発であり、適度に忍従しながらも積極的に自然に恵みを得るべく精力的に努力する。
伝統に拘らないという伝統も、日本が世界の多数の民族、国民と大きく異なっている点であり、こ
れも経済発展に有利に働く性向である。またこのような日本の地理的風土的背景は対外接触の経
験、特に外国からの政治経済的脅威と合わさって日本に西欧と並んで順調な経済発展をもたらし
た。日本社会経済は二重構造という面から語られることが多いが、豊かな潜在的発展能力を備えた
日本が、明治以降の近代化にあった弱肉強食の列強体制下において、日本を軍事的強国たらしめる
ことを至上命題とせざるを得なかった結果生み出されてきたとみるべきである。日本の精神構造の
３つ目の特徴である相対主義的温情主義的傾向は、自他同一律、情動性（人情）、弾力性（融通性）
およびその反面性としての不徹底性、甘え、といったものであるが、これは不徹底性や非効率・非
能率性に対して鋭く追及しないで済ます二重構造性と深く関連している。
　イエ原理が支配する家族共同体、ムラ原理をベースとする村落共同体にしろ、日本社会の組織原
理は上述のように状況に応じて自他同一律の範囲を拡げうる可能性をもった社会であり、これが日
本経済発展を成功させてきた理由とも言える。家族共同体、村落共同体を貫く日本の扶助制度は、
欧米や中国等の他のアジアの国に比べて人間的な、苦楽をともに分かち合う温かみのあるシステム
である。それは、「周囲への期待」やソト（外）に対する「恥」が強い内面的な道徳原理（道徳的
拘束力）となっている相互依存、相互規制的なヨコ型の関係が基本構造の社会である。更に、多神
論的ないし汎神論的なものが日本社会の原理となっており、人々は神が宿る自然と一体をなし、性
善説に基づいた、何よりもまず話し合いが優先し、厳しい義理はあるが温かい人情も共存する、相
互信頼の上に成り立っている社会である。その意味で日本は欧米に比較し、ある意味では自由度が
高く、能率的であり、融通も利く適応性に富む社会を形成しており、経済発展面で大きな比較優位
を持っていると言える。このような日本的精神風土が育んでいる日本独特の文化や経済社会は今後
も世界に大きく貢献することが期待出来るものである。
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３．世界の特異性と世界経済秩序のあり方
⑴　世界の独自性、特異性、異質性
　世界は各地域、国、地方が、それぞれ独自性（特性）ないし特異性（個性）、異質性をもって存
在しており、それらが経済行動や政策における違いを生じさせている。そのような独自性、特異
性、異質性は、各地域、国、地方の人々の時間的歴史的限定と空間的風土的限定の中において規定
される。そして、世界経済秩序のあり方ないし世界経済政策を論じる際は、歴史的および風土的研
究ないしアプローチにより、このような特性等を理解することが極めて重要である。特に、従来か
ら軽視され勝ちである後者の空間的風土的分析を世界経済分析の中に方法論として位置付けること
が肝要である。
　かつて、交通通信手段が未発達で、その後の西欧で発達した制度や技術（所謂、西欧スタンダー
ド）が世界を同質化して行く以前においては、世界はより多くの異質性を持っていたと思われる。
近代科学技術の発展が自然風土を次第に中立化させてきたとも言えるが、１つの社会が一旦身に付
けた異質性（あるいは「癖」）は、大枠的には大きく変わることはなく、現在でも、各地域、国、
地方において人々は異質性の下に固有の文化、文明を維持している。
⑵　世界経済の相互依存性
　現在の世界経済は、「ボーダレス化」や「グローバリゼーション」という言葉で代表されるよう
に、その相互依存性が顕著に増大している。相互依存性は、地域や国等の特徴ある纏まりを否定し
ようとする現象と捉えることも可能であるが、相互依存性進展の背景には、国際経済交流の自由化
を進めることによって諸国間の相互依存を高めることが経済的な相互利益に合致するという第二次
大戦後の考え方がベースにある。即ち、19世紀後半以降形成された近代国家は自らの経済的領土の
維持・拡大のために列強主義の体制へと移行していったが、20世紀に入ると保護貿易が台頭し排他
的なブロック経済圏が形成され、このブロック間の争いとして第二次大戦を招いた。その反省に立
ち、戦後はIMFやGATT、国際連合等多くの国際協調機関を設立し、平和共存下の相互繁栄を目指
した「グローバリゼーション」の幕を開けたのである。
⑶　垂直分業と水平分業
　各地域、国、地方の持つ優位な経済的資源を有効利用し、相互依存、相互補完を高めることを
ベースにする比較優位原則により、世界各地域、国等の国際分業度（生産量のうち輸出に向けられ
ている割合）は戦後その度合いが異常なまでに大きくなった。戦後の20世紀後半は、技術革新と交
通通信手段の発達により国際分業が進み、その恩恵を世界全体が享受できるようになった時代であ
るが、21世紀に入り、特に先進国間において貿易量の拡大により製造業を中心とした国際分業関係
が深まり、その結果、相互依存性が増々高まっている。単に物財面での交易に留まらず、サービ
ス、資本等の面での相互浸透度合も格段に強まっているのである。先進国・途上国間の相互依存
は、「垂直分業」と援助を通じた資本・技術の移転というやや一方的な関係であるが、先進諸国に
おいては戦後米国へのキャッチアップ型経済発展を進められ（例えば、日本では1950年代において
政治・経済の後進性や対米従属性が強調され、一方では欧米諸国に「追い付け・追い越せ」の議論
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が盛んになされた）、同質化が急速に進展し、その過程において生産構造の多角化・高度化、消費
構造の高級化・多様化を実現し、外国貿易の内面化、内国貿易の外国化という同質化・融合を進め
てきたのである。その結果、産業内分業という新たなタイプの先進国間「水平分業」が発展した。
　世界経済の相互依存性は、上述のように、大戦の混乱や苦難、及び大戦へと結びついた悲劇の再
発を防止せんとするために国際経済の自由化を可能な限り進めようとした結果もたらされたもので
ある（そのために、例えば、戦後経済の建て直しや途上国の経済支援を目的としたIMFや、自由貿
易を推進するGATT（所謂、IMF-GATT体制）等の国際機関が設立された）。相互依存的な経済
発展により、従来の古い因習や封建的規則から全体的に開放されて来たのは事実であるが、一方で
現代社会が、相互依存性が大幅に進んだ結果、対外的感応度及び脆弱性が増大し、それが却って世
界経済の軋轢を強めているようにも思われる。
⑷　同質化と欧州統合
　先進国間では、生産構造と消費構造を高度の経済水準のもとで相互に同質化させながら融合現象
を示してきめ細かな水平分業をもたらしたが、その典型的なケースが欧州の地域統合である。
EEC（欧州経済共同体）、EC（欧州共同体）、及び現在のEU（欧州連合）は「１つの市場、１つの
通貨」を50年以上かけて実現し現在に至っているが、そもそもは、陸続きで昔から国同士の争いが
絶えなかった欧州という地域において、２つの大国である独と仏が犬猿の仲であり、そのために欧
州が２度も大戦の戦場となり、気が付けば世界のリーダーの座が米国へ明け渡され、これに気付い
た独仏を中心に欧州が一丸となって再び世界のリーダーに返り咲きたい、という意思から出発して
いる。そして、その背景には、「西欧スタンダード」の考え方、すなわち、経済だけではなく文化
も含めて西欧が発展段階の最先端に位置するのであり、他の社会が持つ異質性は発展段階の「遅
れ」に基づくものであって、いずれそれらの社会も近代化（西欧化）と共にその異質性は消滅し、
やがて世界は西欧的同質的社会となる、とする考え方が根底にあった。
　欧州は、もともと国境が相対的な意味しか持たず同質的な地域と考えられ、地域統合が最も理想
的に形成され易いとされていた。然しながら、欧州経済統合の計画が、自由化が一応の段階に達
し、経済・通貨同盟という決定的段階に向かおうとした辺りから一進一退の状況になったという現
象も、同じ似通った欧州の中でさえ各国の異質性を示す重要な証拠と言えるであろう。労働移動の
自由という経済原理の下に異民族がかなり大量に流入したEC諸国が、その経済社会の運営に大き
な負担を感じてきたことや、ECの通貨・経済同盟計画が70年代に入って容易に進まず、タガを締
め直して新たに出発したEMS（欧州通貨制度）も当初は順調に推移したとは言い難い。
⑸　同質化の深化と拡大の矛盾
　経済統合を中心に一時的後退や停滞等の繰り返しを経て、かなりの紆余曲折があったものの、
1993年に経済・通貨統合・政治統合に関する「マーストリヒト条約」（欧州連合条約）が発効し、
それまでのECはEUへと転換した。そして、2004年５月には、中東欧から10カ国を新規加盟国に迎
え入れ、また2007年１月にブルガリアとルーマニアが加盟し、現在のEUは27の加盟国で構成され
るようになった。関税同盟という計画当初の第一目標から、サービス、資本、ヒトの移動までを含
んだ単一市場の形成に成功し、1999年には単一通貨「ユーロ」も導入された。EU加盟27カ国中、
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2008年８月現在15カ国が採用し、ドルに対抗する強力な基軸通貨として、2002年１月の通貨の流通
開始以降着々と力を付けて来ているユーロではあるが、それでも加盟国の中には、独と仏が主導権
を握る通貨統合に対して根強い抵抗感が存在する。かつての大英帝国の国民のプライドが許さない
のか、英国はユーロに不参加であるし、高福祉国家であるスエーデンとデンマークは赤字削減等で
財政を縛られたくないために参加を見送っている。
　経済社会構造が概して同質的であり、相互依存の増大がそれ程相互間の経済的軋轢をもたらさな
いと見られていたEC及びEU諸国間であってさえ、統合の密度を高めようとすればする程、その地
理的範囲（必ずしも距離的範囲を意味しない）は限定的にならざるを得ないが（即ち、深化と拡大
の矛盾がここにある）、それでも欧州は曲りなりにも加盟国数27の大きな地域統合に発展してはい
る。しかしながら、この深化と拡大の相克は、たとえば最近では、2005年にEU憲法条約を仏とオ
ランダが国民投票で否決したり、直近では、大統領制や意思決定の効率化を盛り込んだ「リスボン
条約」の批准を巡って、EU全人口の１％にも満たないアイルランドが2008年６月の国民投票で同
条約を否決し、同条約の先行きに暗雲を漂わせている。更に、加盟国数を着々と増大させる中で、
宗教的に大きく異なるトルコの加盟を巡って加盟国間で亀裂や意見対立が起こっている等、行く手
に大きな試練が立ちはだかっている。少なくとも、EUに加盟する中小の国の国民は「大欧州の中
で自国が埋没してしまうのではないか」という不安を常に抱いており、一方で経済面でのEUの重
要性やメリットは認めつつも、他方で統合の加速度的な深化に警戒感を隠そうとしない。
⑹　東アジアの地域統合
　翻って東アジアに目を転じると、数年前から「東アジア共同体」設立の議論や機運が盛り上がっ
ている。「共同体」は、資本や労働力の自由な移動、マクロ経済政策の相互調整、エネルギー、安
全保障、更には最終的に「共通通貨」をも視野に入れた国家連合である。発展段階の差異や多様性
は言うに及ばず、政治体制や価値観の異なる国が存在する東アジア地域で「共同体」を創設するこ
とが果たして可能なのかを考える時、欧州でさえ50年以上の紆余曲折の道のりを経て漸く現在の
EUを形成して来た経緯を考えれば、「東アジア共同体」なるものは単なる遠い夢物語に過ぎないと
考えられても仕方がないであろう。しかしながら、実体面で見れば、東アジアにおける域内貿易依
存度は2003年時点で既に55％に達したといわれる中で（これは北米のNAFTAのそれを上回る）、
２国間や多国間の自由貿易協定（FTA）や経済連携協定（EPA）が次々に結ばれ、多様性に富む
この地域で貿易・投資の相互依存、補完、連携は強まっている。東アジアにおける地域統合、共同
体の設立を目指す動きは現状、ASEAN、ASEAN+3、東アジアサミット（EAS。ASEAN+3+3）
の３つを中心に重層的に進んでいることを考慮すれば、日本（EASの16カ国で推進）と中国
（ASEAN+3の13カ国で推進）の主導権争いという厄介な問題はあるが、共同体とまでは行かない
としても、実態的実質的な地域協力の経済的組織体、地域統合体は存外、そう遠い将来ではない時
期に東アジアにおいても形成されると考えても良いのかも知れない。
４．おわりに
　国際経済の相互依存性が深まれば深まるほど、対外的被影響度あるいは対外的脆弱性が強まり、
各国の国民性にあった国造りや価格形成の自由、金融財政政策、福祉政策等の独立性が奪われ、本
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来的に非常な困難さが伴う国内政策の調整に悩まされざるを得ないが、世界経済は各地域、国、地
方と、それぞれ独自性、特異性、異質性をもって厳然として存在しているのであり、それらが経済
行動や政策において違いを生じさせるという事実は今後も変わらないであろう。各地域、国、地方
は必要に応じてそれぞれの地域、国、地方で独自の価格形成の自由を持って、それぞれの歴史的文
化的伝統を生かした経済発展をして良いと考えられるし、各地域、国、地方の人々の個性を尊重し
た世界秩序の確立は今後の世界で当然維持されるべき秩序原理である。そして、日本が西欧諸国と
表面的には類似した社会経済組織を形成して近代化を行い、経済発展を進めてきたかの如く見えな
がら、実際はかなり異なった編成原理で進めて来たために却って非常に大きな成功を収めたことが
示すように、後進国に対し単純に西欧的な近代化政策、自由化政策を押し付けるのは誤りである。
世界経済政策は、それぞれの地域、国、地方の歴史的風土的な背景から生じている独自性、特異
性、異質性に十分配慮をして行われるべきであり、国際経済秩序はそのような政策的対応の自由を
許容するように形成されなければならない。
 （本稿の作成に当たり日本大学名誉教授加藤義喜先生から重要なコメントを頂いた。）
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